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2023年Ｇ７関係閣僚会合の誘致について 

営 業 戦 略 部 

１ Ｇ７内務・安全担当大臣会合の水戸市開催について 

（１） 発表日 令和４年９月16日（金） 

（２） 主管庁 警察庁 

（３）会合の概要 

・2017 年（平成 29 年）以降、公共安全を所管するＧ７各国の閣僚等による「内

務・安全担当大臣会合」の形式での開催が慣例化 

・会合では、国際組織犯罪、国際テロ、サイバーセキュリティ等を議論 

・2022 年（令和４年）は、ドイツで11月 16日～18日に開催予定 

（４）出席閣僚等（過去の例） 

   【日本】国家公安委員会委員長 【Ｇ７各国】公共安全を所管する閣僚等 

   【欧州連合（ＥＵ）】内務担当欧州委員 

   【国際刑事警察機構（インターポール）】事務総長  

（５）日本における開催状況 

・2008年洞爺湖サミットにおいて東京都で開催  ※伊勢志摩サミットでの開催なし 

 

２  今後の対応  

（１） 開催準備支援 

警察庁が関係機関等と調整し、次の事項等を決定するにあたり、地元自治体とし

て支援を行う。 

〇利用施設（想定） 

・会議場：水戸市民会館 

・国際メディアセンター：アダストリアみとアリーナ 

・宿 舎：水戸プラザホテル、水戸京成ホテル 等 

・社交行事等：偕楽園 等 

 

（２）受入体制の整備 

会合の開催支援及びおもてなしを円滑に進めるとともに、国内外への魅力を発信

するため、2016年Ｇ７及び2019年Ｇ20の際の対応を参考に今後、推進体制を構

築する。 

＜参考＞ 

Ｇ20茨城つくば貿易・デジタル経済大臣会合推進協議会 

・目 的 官民連携による受入体制の確立 

・構成員 県、県議会、市、市議会、経済界等の関係団体等 29団体 

・事 業 会合の開催支援、海外要人等へのおもてなし、国内外への魅力発信等 

 



 

 

 

３ 開催決定までの経緯 

令和３年12月 20日 外務省へＧ７関係閣僚会合誘致計画案を提出 

令和４年 １月13日 知事、水戸市長が林外務大臣へ要望 

令和４年 ４月26日 知事、水戸市長が松野内閣官房長官へ要望 

令和４年 ４月26日 知事、水戸市長が藤原財務大臣政務官へ要望 
※県議会Ｇ７誘致推進協議会との合同要望 

令和４年 ９月16日 政府からＧ７内務・安全担当大臣会合の水戸市開催が発表 

 

４ 参考 

 〇2023年Ｇ７広島サミットについて 

・2023年（令和５年）５月19日（金）から21日（日）まで広島市で開催 

・サミットと合わせ、14の関係閣僚会合が開催 

会合名 開催地 主管省庁 

科学技術大臣会合 仙台市 内閣府 

男女共同参画・女性活躍大臣会合 栃木県日光市 内閣府 

内務・安全担当大臣会合 茨城県水戸市 警察庁 

デジタル・技術大臣会合 群馬県 デジタル庁、総務省、経済産業省 

外務大臣会合 長野県軽井沢町 外務省 

貿易大臣会合 大阪府 外務省、経済産業省 

財務大臣・中央銀行総裁会議 新潟県新潟市 財務省 

教育大臣会合 富山県・石川県（共催） 文部科学省 

保健大臣会合 長崎県長崎市 厚生労働省 

労働雇用大臣会合 岡山県倉敷市 厚生労働省 

農業大臣会合 宮崎県宮崎市 農林水産省 

気候・エネルギー・環境大臣会合 札幌市 経済産業省、環境省 

交通大臣会合 三重県志摩市 国土交通省 

都市大臣会合 香川県高松市 国土交通省 

 

 


